
平成 28年 2月 1日5 さいじょう市議会だより

保
育
所
に
入
所
し
て
い

る
児
童
の
保
護
者
に
対

し
、
市
が
取
り
組
む
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
か
た
か
ら
「
知
ら

な
い
」
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
制

度
を
周
知
す
る
た
め
に
は
、
広

報
・
啓
発
活
動
を
工
夫
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

現
在
、
病
児
・
病
後
児
保

育
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、

子
育
て
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
へ
の

掲
載
を
行
う
と
と
も
に
、
病
児
・

病
後
児
保
育
を
行
う
病
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
年
度
当
初
に
は
、
保

育
所
へ
病
児
・
病
後
児
保
育
の
説

明
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
啓
発
活
動
と
し
て
は
、

本
事
業
の
対
象
年
齢
が
生
後
３
か

月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
乳
幼
児
検
診
時
や

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

小
学
校
な
ど
、
対
象
年
齢
の
子
ど

も
が
集
ま
る
場
所
で
広
報
を
行
う

と
と
も
に
、
地
方
情
報
冊
子
へ
の

掲
載
な
ど
、
広
く
啓
発
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
核
家
族
化

が
い
っ
そ
う
進
む
と
と
も
に
、ワ
ー

キ
ン
グ
マ
ザ
ー
や
ひ
と
り
親
世
帯

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
病
児
・
病

後
児
保
育
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
は
、
今
以
上
に
病
児
・

病
後
児
保
育
を
行
う
医
療
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
安
心
・
安
全
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
地
域
住

民
の
相
互
扶
助
で
あ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
の
充
実
も
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

公
約
の
実
現
に
対
す
る

市
長
の
所
見
は
？
　 

市
長
就
任
最
終
年
と
な
る

が
、
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
、
公
約
実
現
に
向
け
、
子
ど
も

に
対
す
る
医
療
費
の
更
な
る
助
成

が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
周
桑
病
院
の
医
療
提
供

体
制
及
び
西
条
市
医
師
確
保
奨
学

金
貸
付
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

現
在
、
就
学
前
の
乳
幼
児

の
医
療
費
は
完
全
無
償
化

し
て
お
り
、
小
・
中
学
生
の
医
療

費
に
つ
い
て
も
平
成
24
年
７
月
診

療
分
か
ら
入
院
に
、
平
成
26
年
10

月
診
療
分
か
ら
歯
科
診
療
に
対
し

助
成
を
拡
大
し
て
い
る
。
通
院
に

つ
い
て
は
、
「
無
償
化
に
よ
り
受

診
が
増
加
し
、
小
児
科
医
が
ま
す

ま
す
疲
弊
す
る
の
で
は
な
い
か
」

「
緊
急
医
療
に
支
障
が
生
じ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
懸
念
が
あ
り
、

慎
重
に
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
無
償
化
実
施
上
の
課
題
に
つ
い

て
西
条
市
医
師
会
と
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
「
少
子
化
対
策
に
有
効

で
あ
る
」
「
子
育
て
支
援
に
必
要

で
あ
る
」
な
ど
肯
定
的
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
無
償
化
の
賛
同
を
得

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
救
急

医
療
体
制
へ
の
配
慮
と
し
て
何
ら

か
の
対
策
を
行
う
べ
き
と
の
要
望

も
あ
り
、
今
後
、
詳
細
な
実
施
方

法
に
つ
い
て
、
医
師
会
な
ど
と
協

議
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
シ
ス

テ
ム
改
修
、
対
象
者
へ
の
制
度
の

周
知
や
受
給
者
証
の
交
付
が
必
要

に
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
10

月
診
療
分
か
ら
の
開
始
を
考
え
て

お
り
、
平
成
28
年
３
月
定
例
会
に

関
係
条
例
の
改
正
案
と
予
算
案
を

提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
周
桑
病
院
の
医
療
提
供

体
制
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
常

勤
医
師
９
名
体
制
で
運
営
し
て
き

た
が
、
平
成
27
年
９
月
か
ら
新
た

に
医
師
１
名
が
脳
神
経
外
科
に
常

勤
し
、
平
日
週
５
日
の
診
療
体
制

と
な
り
、
患
者
数
及
び
手
術
件
数

が
増
加
し
て
い
る
。
救
急
に
つ
い

て
も
、
脳
へ
の
疾
患
が
疑
わ
れ
る

患
者
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
り
、

救
急
受
入
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。
ま
た
、
休
止
し
て
い
た
脳

ド
ッ
ク
も
再
開
さ
れ
、
人
間
ド
ッ

ク
利
用
者
の
利
便
性
も
高
ま
っ
て

い
る
。

　

更
に
、
臨
床
研
修
医
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
２
年
間

の
初
期
臨
床
研
修
医
１
名
を
確
保

で
き
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
に
創
設
さ

れ
た
西
条
市
医
師
確
保
奨
学
金
貸

付
制
度
は
、
平
成
27
年
度
に
２
名

の
貸
し
付
け
が
実
現
し
て
い
る
。

指
定
医
療
機
関
で
あ
る
周
桑
病
院

へ
の
勤
務
開
始
は
、
最
短
で
も
平

成
33
年
度
か
ら
で
あ
る
が
、
本
市

に
お
け
る
医
師
確
保
政
策
が
着
実

に
前
進
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
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